往復葉書で、 こんな 便りが 来た。 

—— 女の 決闘、 龃 込み 訴え。 結局、 先生の 作品 は 変つ 

た 小説 だとし か 私に は 消化 出来ない。 何 か 先生より 啓 

示 を 得たい と 思う。 一 つ 御 説明 を 願いたい。 端的に。 

ダダ イズムと は 結局、 何 を 意味す るか。 お願いします _ 

草 田舎の 国民学校 訓導より。 II 

私 は 返事 を 出した。 

きかん 

—— 拝復。 貴翰 拝読いた しました。 ひとに もの を尋 

ねる 時には、 も 少して いねいな 文章 を 書く 事に 致し ま 

しょう。 小国 民の 教育 をな さって いる 人が、 これで は 

いけない と 思いました。 



御 質問に、 まじめに お答え 致します。 私 はい ままで、 

ダダ イズム を 自称した 事 は 一 度 もありませんでした。 

私 は 自分 を、 下手な 作家 だと 思って います。 なんとか 

して 自分の 胸の 思い を わかっても らいたくて、 さま ざ 

まの スタイル を 試みて いるので すが、 成功して いると 

も 思えません。 不器用な 努力です。 私 は、 ふざけて い 

ません。 不一。 II 

その 国民学校の 先生が、 私の 家へ 呶 鳴り 込んで 来て 

もい いと 覚悟して 書いた ので あるが、 四 五日 経って か 

ら、 次の ような、 やや 長い 手紙が 来た。 

—— 十一 月 二十 八日。 昨夜の 疲労で 今朝 は 七 時の 時 



報 を 聞いても 仲々 起きられなかった。 範画 教材と して 

描いた 笹の 墨絵 を 見ながら、 入営 (><月><日) のこと、 

文学の こと、 花 籠の こと 等、 漠然と 考え はじめた。 X 

X 県 地図と 笹の 絵が、 白い 宿直室の 壁に、 何 かさむ ざ 

むと へばりつ いている のが、 自分 を 暗示して いるよう 

な 気がして ならない。 こんな 気分の 時には、 きまって 

たきび 

何 か 失敗が 起る の だ。 師範の 寄宿舎で 焚火 をして 叱ら 

れた 時の 事が、 ふいと 思い出されて、 顔をしかめて ス 

リッパ を はいて、 背戸の 井戸端に 出た。 だるい。 頭が 

重い。 私 は 首筋 を 平手で 叩いて みた。 屋外 は、 凄い ど 

しゃ 降り だ。 菅笠 を かぶって 洗面器 をと りに 風呂場へ 



行った。 

「先生 お早うす ご 

学校に 近い 部落の 児が 二人、 井戸端で 足 を 洗って い 

た。 

二 時間 目の 授業 を 終えて、 職員室で 湯 を 呑んで、 ふ 

と 窓 の 外 を 見たら、 ひどい あらし の 中 を 黒 合羽 着た 郵 

便 配達が 自転車で よろよろ 難儀しながら やって来 るの 

が 見えた。 私 は、 すぐに 受け取りに 出た。 私の 受け 

取った もの は、 思いがけない 人からの 返書でした。 先 

生、 その 時、 私 は、 随分 月並な 言葉 だけれ ど、 (中略) 

本当に、 ありがとう ございました。 私 は 常に 後 侮し 



ふそん 

ています。 理由な き 不遜の 態度。 私 はいつ でも これ あ 

るが 為に、 第一印象が 悪い のです。 いけない こと だ。 

知りつつ も、 ついう つかりして 再び 繰返します。 

校長に も、 お葉 書 を 見せました。 校長 は 言いました。 

「ほんとう にこれ は、 君の 三思 三省す ベ きと ころ だ。」 

私 も、 そう 思いました。 

(中略) 

私 は 先生に お願いします。 

ざんき 

私が 慚愧 している 事 を 信じて 下さい。 私 は 悪い 男で 

はありません。 

(中略) 



一 日 一 日の 努力が、 全生涯の 努力であります。 戦地の 

人々 も、 おそらく は 同じ 気持ち だと 思います。 叔母 さ 

んも、 これから は 買い 溜な ど は、 およしなさい。 疑つ 

て 失敗す る 事 ほど 醜い 生き かたは、 ありません。 私た 

ち は、 信じて いるので す。 一寸の 虫に も 五分の 赤心が 

ありました。 苦笑な さって は、 いけません。 無邪気に 

信じて いる 者 だけが、 のんきであります。 私 は 文学 を、 

やめません。 私 は 信じて 成功す るので す。 御 安心 下さ 

ヽ o 

レ 

ひげ そ 

このごろ 私 は、 毎朝 かならず 鬚 を 剃る。 歯 も 綺麗に 

磨く。 足の 爪 も、 手の 爪 も、 ちゃんと 切って いる。 毎 



かった の だ。 鶴の 丸 (私の 家の 紋は、 鶴の 丸 だ) の紋 

せんだい ひら はかま 

服 を 着て、 仙 台 平の 袴 を はいて、 白 足袋、 そんな 姿で 

この 馬車に ゆったり 乗って 銀座 八丁 を 練り あるきたい。 

はなむこ 

ああ、 このごろ 私 は 毎日、 新郎の 心で 生きて いる。 

「昭和 十六 年 十二月 八日 之 を 記せり。 J 

r この 朝、 英米と 戦端 ひらく の 報 を 聞け り。 」 

(「新潮」 昭和 十七 年 一 月 号) 



底本 ： 「ろまん 燈籠」 新潮 文庫、 新潮 社 

1983 (昭和お) 年 2 月お 日 発行 

1986 (昭和れ) 年^ 月 W 日 5 刷 

初出 ： 「新潮」 

1942 (昭和〃) 年 1 月 号 

※之 行に わたる 丸括弧 を、 S 線で 代用し ました。 

入力 ： 土屋隆 

校正 ： 鈴 木 厚司 

2 oo 5 年 2 月 2 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



